1217　探究科学Ⅰ(プレ国際・社会探究)
～冬休み活動計画～
１．今後の予定
	回数
	月日
	活動内容

	１
	12/17
	冬休み活動計画

	★
	12/23
	(月)　　後期前半終了式の午後　「国際探究科ウィンターセミナー探究編」

	２
	1/21
	継続研究　＊SSH研究発表会用スライド作成含む

	３
	1/28
	継続研究　＊SSH研究発表会用スライド作成含む

	４
	2/4
	SSH研究発表会　発表リハーサル

	★
	2/8
	(土)　　SSH研究発表会

	５
	3/4
	SSH研究発表会振り返り

	６
	3/11
	継続研究　＊国際・社会探究Ⅰに向けて

	７
	3/18
	継続研究　＊国際・社会探究Ⅰに向けて



２．探究テーマ一覧　1217現在

３．〆切関係
【12/23(月)国際ウィンターセミナー用スライド】　提出〆切：12月18日(水)朝ST終了まで
★R6国際・社会探究\プレ国際・社会探究\02イベント関係\1223国際ウィンターセミナー

【冬休み活動計画書】　提出〆切：12月19日(木)18時　＊担当教諭にOKをもらい横田に提出！

【1314冬休み活動報告会用スライド】　提出〆切：1月14日(火)授業終了時点

４．確認事項
(１)あらゆる〆切は厳守すること！！
(２)さらに、〆切は厳守するだけでなく、早め早めに仕上げること！！(妥協なく最善を尽くす)
(３)先生方やメンバー等との「報告・連絡・相談」は密にすること！！
(４)スマホにアプリを入れて、classroomとGメールの通知は見逃さず、必ず確認すること！！


５．本日の予定
(１)福大公開CS感想シェア

(２)諸連絡　(冬休み活動報告会(別紙)・マイプロ)

(３)冬休み活動計画

(４)継続研究(現状把握・分析を中心に)
　◎「問い(RQ)を育てていく」



６．探究サイクルの確認　～自分たちの現在地を確認！～
文献・論文調査、
先行研究・先行事例、統計データ、専門家の主張、ｱﾝｹｰﾄ・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ等

ステップ１　現状把握・現状分析
　①現状どうなっているのか。その原因は何か。
　②それの何が問題か。誰にとって問題か。
　③(先行研究等により)何が分かっていて、何が分かっていないか。
　④(先行事例等により)成功例(ﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽ)・失敗例より何が分かるか。

ステップ２　探究テーマの設定　【並行：現状把握(文献、論文、FWなど)】

[bookmark: _Hlk116380425]ステップ３　仮説/リサーチ・クエスチョン(RQ)の設定　【並行：現状把握(文献、論文、FWなど)】
　【ポイント】【考え方のヒント】
・掛け算
・引き算

①焦点化されたRQは、質の高い探究につながる
②ターゲットは誰か？
　③自分(たち)は何を行うのか？
　④どうしたいのか？(目的)【リサーチクエスチョン】
▻RQは丁寧に育てていこう！
▻テーマもRQもどんどん更新OK！

　⑤社会的・学問的に、どんな価値・意義があるのか？
・社会問題の解決、他者の幸福度アップ、学問的発見…などなど

ステップ４　方法・計画をたてる　【並行：現状把握(文献、論文、FWなど)】
　【ポイント】
　　①いつまでに、誰が、何をするのか、を明確にする。
　　②助言会や発表会をマイルストーンに計画を立てよう。
